
 

  
第２１回いしかわの発掘展について 

 

石川県教育委員会では、第２１回いしかわの発掘展を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ テ ー マ   第２１回いしかわの発掘展「小さなもの 不思議なカタチ」 

 

２ 内   容   いしかわの発掘展は、広く県民に埋蔵文化財に対する関心を高め、理解 

を深めていただく機会として、夏季に開催する企画展です。今回は遺跡か 

ら出土する小さなもの、不思議な形の変わったものなどを取り上げ、それ 

らを作ったり使ったりした人々の思いや、そこからわかる当時の様子など 

を紹介していきます。 

 

３ 期   間   令和元年７月１３日（土）～９月１日（日）会期中無休 

          開館時間：９時～１７時（入館は１６時３０分まで） 

 

４ 会   場   石川県埋蔵文化財センター 本館１階 研修室及びホール 

 （金沢市中戸町１８番地１） 

 

５ 入 館 料   無 料 

 

６ 主な展示品   別紙チラシのとおり 

 

７ 展示解説 （１）報道機関向け：令和元年７月１３日(土) １０時～１１時 

        （２）一般向け  ：令和元年８月１９日(月)～８月２３日(金) ※ 

                       ：平成 28 ８月２６日(月)～８月３０日(金) ※ 

※平日１０時３０分から始まる「まいぶん・バックヤード・ツア

ー」に組み込んで行います。 

 

８ 主   催    石川県教育委員会・(公財)石川県埋蔵文化財センター 

 

９ 問合せ先   石川県埋蔵文化財センター普及啓発担当 

電話：０７６－２２９－４４７７ 

令和元年６月２５日（火）10:00 

石川県教育委員会事務局文化財課 

埋蔵文化財センター駐在 

担当者 山川（やまかわ） 

内 線 ６５４０ 

直 通 ２２９－４４７７ 



7月13日（土）～9月1日（日）

石川県埋蔵文化財センター
〒920-1336 金沢市中戸町18-1

☎076-229-4477

午前9時～午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

北鉄バス 東部車庫／金沢学院大学／駒帰／上辰巳 行き

末停留所下車徒歩15分

石川県教育委員会

公益財団法人 石川県埋蔵文化財センター

主         催

お問合わせ

開 館 時 間

交 通 案 内

入場無料・期間中無休
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展示解説
   「まいぶん・バック

ヤードツアー」（８/19

～８/30の平日開催）で

 展示解説を行います。
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遺跡から出土する

ものには、よく見る土器

や石器とは異なるとても小

さなもの、使い方もわからな

い 不思議な形の変わったも

のなどが見られます。

小さな勾玉や管 玉

は、アクセサリーとしてだ

けではなく宝ものとしても大

切にされました。当時の人々が、

原材料の入手や製品のやりと

りを通じて他地域と活発な

交流をしていたことが

わかります。

資料名 遺跡名 所在地 時代

主な展示品

ヒスイ大珠

メノウ勾玉

（金沢市北塚遺跡）

（羽咋市寺家遺跡）

馬形（木製品）

（七尾市小島西遺跡）

ヒスイ勾玉・碧玉管玉

（小松市八日市地方遺跡）

鳥形（土器の装飾部分）

土偶

分銅形土製品

鍬形石未成品

舟形（木製品）

鳥形瓶（須恵器）

温石

犬形陶器（白磁）

縄文時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

奈良・平安時代

鎌倉時代

江戸時代
金沢城下町遺跡

（東兼六町５番地区）

宮竹うっしょやまＢ遺跡

米泉遺跡

東的場タケノハナ遺跡

富塚遺跡

小島西遺跡

上徳山谷山西谷窯跡

北出遺跡

能美市

金沢市

羽咋市

加賀市

七尾市

能美市

白山市

金沢市

ふん どう がた

くわ がた いし つかとみ

とり がた へい

ふな がた こ   じま にし

おん じゃく

ど    ぐう

みや たけ

よないずみ

 ひがしまと ば

かみ とく さん たに  やま  にし たに  かま  あと

きた   で

ひがしけんろくまち

まがたま

たいしゅ

きたつか

じ け

まつりごとに使わ

れるミニチュア土器や、 

人や動物、武器、船など

を象った木製品などから

は人々の思いが伝わっ

てきます。

江戸時代に作られたミ

ニチュアの炊事道具やおも

ちゃ、箱庭道具などは当時の人々

にとってどんな意味があったのか。

考古学者たちも首をかしげるような不

思議な形の出土品は一体何に使われた

のか。小さなもの、 不思議な形の出

土品を紹介しながら、観覧の皆さ

んと一緒に考えていきます。

錘（陶製品）

（羽咋市四柳白山下遺跡）

おもり

よつやなぎはくさんした

太鼓橋
（金沢市木ノ新保遺跡）

こたい ばし

まがたま へきぎょくくだ たま

手づくね土器

（小松市千代・能美遺跡）

（小松市一針Ｂ遺跡）

鋳型
ひとつはり

せんだい の み

い がた
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